
石炭鉱業合理化基本計画の推移

閉山処理規模 および基準
回 制定・ 改 告示 目標 生産規模 生 産 品 位

買収方式 交付金交付方式 備 考
数 正年月日 番号 年次 （千㌧） 能 率

買収規模 買収基準 閉山処理規模 交付基準

１ ３０－１１－１１ ２８６ ３４ ４９，５００ １８．４ ６，２００ ３，０００ １８．４×６，２００ ×０．６
以下

２ ３２－ ５－１８ １８３ ３４ ５７，０００ １８．４ ６，２００ ３，０００ １８．４×６，２００ ×０．６ 生産規模

３ ３３－ ８－１１ ２９３ ４２ ６９，０００ ２３．５ ６，２００ ３，３００ １８．４×６，２００ ×０．６ 目標年次、 生産規模、 能率、 買収規模改正、 未開発炭田に
関する事項追加

４ ３４－ ４－１５ １４４ ４２ ６９，０００ ２３．５ ６，２００ ４，３００ １８．４×６，２００ ×０．６ 買収規模改正

５ ３５－ ９－１０ ４３８ ４２ ６９，０００ ２３．５ ６，２００ ６，３００ １８．４×６，２００ 目標年度、 買収基準改正、 目標年度、 生産規模、
能率、 品位改正

６ ３５－ ９－２９ ４９３ ３８ ５５，０００ ２６．２ ６，３８０ ６，３００ １８．４×６，２００ 石炭鉱の近代化に関する事項追加

７ ３６－ ７－ ５ ３３５ ３８ ５５，０００ ２６．２ ６，３８０ ６，３００ １８．４×６，２００ 未開発炭田に高島炭田北部を追加

８ ３７－ ６－ ５ ２４２ ３８ ５５，０００ ２６．２ ６，３８０ ６，３００ １８．４×６，２００ ６，２００ ２６．２×６，３８０ 以下 交付金交付方式追加
↓

９ ３８－ ５－ １ １７２ ３８ ５５，０００ ３１．０ ６，３２０ ６，３００ １８．４×６，２００ ７，６００ ３１．０×６，３２０ 能率、 品位、 閉山処理規模、 交付基準改正

１０ ３８－１１－１２ ４９６ ４２ ５５，０００ ３８．６ ６，４００ ６，３００ １８．４×６，２００ １２，５００ ３８．６×６，４００ 目標年次、 能率、 品位、 閉山処理規模、 交付基準改正
↓

１１ ４０－ ４－ ９ １７２ ４２ ５５，０００ ４５．０ ６，４００ ６，３００ １８．４×６，２００ １７，５００ ４５．０×６，４００ 能率、 閉山処理規模、 交付基準改正
↓

１２ ４１－ ６－１３ ２１８ ４２ ５５，０００程度 ４５．０ ６，４００ ６，３００ １８．４×６，２００ ２０，０００ ４５．０×６，４００ 閉山処理規模改正、 未開発炭田に佐世保炭田南部を追加
↓

１３ ４２－ ４－１２ １８０ ４２ ５０，０００ 〃 ４５．０ ６，４００ ６，３００ １８．４×６，２００ ２３，０００ ４５．０×６，４００ 生産規模、 閉山処理規模改正

１４ ４２－１２－２７ ７７９ ４５ ５０，０００ 〃 ５６．２ ６，５００ ６，３００ １８．４×６，２００ ２７，０００ ５６．２×６，５００ 目標年次、 能率、 品位、 閉山処理規模、 交付基準改正

１５ ４５－ ２－２８ ６０ ４８ ３６，０００ ６５．０ ６，５００ ６，３００ １８．４×６，２００ ４０，０００ ６５．０×６，５００ 目標年次、 能率、 閉山処理規模改正

１６ ４８－ ８－１５ ３８４ ５１ ２０，０００ ７５．０ ６，９００ ６，３００ １８．４×６，２００ ５３，０００ ７５．０×６，９００ 目標年次、 生産規模、 能率、 品位、 閉山処理規模改正、 未
を下らない 開発炭田の整理

１７ ５２－ ７－ １ ３０４ ５６ ２０，０００ 以上 ７８．０ ６，９００ ６，３００ １８．４×６，２００ ５４，０００ ７８．０×６，９００ 目標年次、 生産規模、 能率、 閉山処理規模改正、 石炭の利
用及び深部移行に伴う保安技術の開発並びに海外石炭資源
の開発

１８ ５７－１１－２５ ４５８ ６１ １８，０００程度～ ９２．０ ６，３００ １，０００ ９２．０×６，３００ 目標年次、 生産規模、 能率、 品位、 閉山処理規模等改正、
２０，０００程度 石炭の利用技術及び鉱害防止技術の開発、閉山処理規模お

よび基準

１９ ６２－ ４－２５ １６４ ３ １０，０００程度 １２５．０ ６，０００ 買収しな ５，０００ １２５．０ ×６．０００ 目標年次、 生産規模、 能率、 品位、 買収規模閉山及び規模
い 縮小の処理規模等の改正、 石炭の適正な供給の確保、 生産

体制の集約化の過程における生産費上昇の抑制及び需要へ
の適合、石炭の生産・利用技術及び保安技術の開発、 鉱害
の防止

２０ ４－ ４－２４ １８９ １３ 構造調整目標、生産体制の集約化の過程における生産費の
低減化、円滑な構造調整の実施、適正な供給の確保、 露頭
炭の位置付、 石炭の生産・ 利用技術及び保安技術の開発、
鉱害の防止、 新分野開拓、鉱山労働者の雇用の安定産炭地
域振興


